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□ 組織の概要
　　（1） 名所及び代表者名
　　　　　　有限会社 熊井製作所
　　　　　　代表取締役社長　丸山精一

　　（2） 所在地
　　　　　　長野県塩尻市広丘野村角前1948　　(角前工業団地内）

　　（3） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
　　　　　　環境責任者　代表取締役社長　丸山 精一
　　　　　　TEL：0263-52-1824
　　　　　　FAX：0263-52-1399
　　　　　　mail：kumai-e@xpost.plala.or.jp

　　（4） 事業内容
　　　　　　精密部品加工業

　　（5） 事業規模

活動規模 単位 2020年 2021年 2022年
生産量 ｔ 15 28 30
売上高 百万円 260 400 440
従業員数 名 22 22 23
床面積 ㎡ 1,388 ← ←

事業活動の概要

　　（6） 事業年度
　　　　　　4月～3月

　　（7） 推進者 ・ 役割 ・ 組織図
役割

推進者　　　　　丸山 精一 ・ エコアクション21統括責任者
・ 環境方針制定
・ 年間計画の立案・実施指示
・ 進度確認・活動見直し
・ 遵守しなければならない環境関連法規 条例及びそ
　 の他の規制を整理し取りまとめる。
・ 従業員等への教育・訓練の実施及び意識の向上
・ 苦情窓口

危機管理責任者　
　　1F製造　　　　　柴　
　　2F製造　　　　　中澤
　　資材課　　　　　神宝 ・ 緊急事態時の指示・指導
　　検査課　　　　　大和

部署 資材課 製造課1F 製造課2F 検査課
責任者 神宝 柴 本田 大和
役割 資材室監視 1F工場監視 2F工場監視 検査室監視

(電気・水道・エアコン等）

環境管理責任者
丸山

環境管理委員会

shizai-2
タイプライタ
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□ 認証・登録の対象組織・活動
登録組織名 ：　有限会社 熊井製作所 (全組織）
活動 ：　　　　　　精密部品加工 (全活動）

□ 主な環境負荷の実績推移

当社の業務内容から環境負荷としては主に生産工場で使用する電気使用量を代表と
する総エネルギー投入量、総物質投入量、温室効果ガス排出量、総製品生産量又は
総製品販売量、廃棄物排出量、総排水量等が該当します。

総エネルギー投入量
項目 単位 2020年 2021年 2022年

総エネルギー投入量 450,524.90 690,006.20 599,229.50
生産量あたり ｔ 30,035 24,643 19,974
売上高あたり 百万円 1,733 1,725 1,362
従業員あたり 人 20,478 31,364 26,053
床面積あたり ㎡ 325 497 432

指標毎の推移
項目 単位 2020年 2021年 2022年

二酸化炭素排出量 kg-co₂ 191,498.9 319,355.3 268,585.3
電気使用量 kwh 446,423.0 685,330.0 595,092.0
ガス使用量 ㎥ 666.0 679.4 616.7
灯油使用料 ℓ 1,658.0 1,949.0 1,747.0
ガソリン使用料 ℓ 1,778.0 2,047.8 1,773.8
一般廃棄物排出量 kg 1,966.7 2,583.2 2,544.1
水使用料 ㎥ 317.0 448.0 456.0
※ 中部電力2022年度の排出係数採用　0.434kg-co2/kwh

□ 主な環境負荷の実績推移　（売上当たり）

項目 単位 2020年 2021年 2022年
売上高 百万円 260 400 440
二酸化炭素排出量 kg-co₂ 736.5 798.4 610.4
電気使用量 kwh 1,717.0 1,713.3 1,352.5
ガス使用量 ㎥ 2.6 1.7 1.4
灯油使用料 ℓ 6.4 4.9 4.0
ガソリン使用料 ℓ 6.8 5.1 4.0
一般廃棄物排出量 kg 7.6 6.5 5.8
水使用料 ㎥ 1.2 1.1 1.0

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（一カ月当たり）

項目 単位 2020年 2021年 2022年
二酸化炭素排出量 kg-co₂ 15,958.2 26,612.9 22,382.1
電気使用量 kwh 37,201.9 57,110.8 49,591.0
ガス使用量 ㎥ 55.5 56.6 51.4
灯油使用料 ℓ 138.2 162.4 145.6
ガソリン使用料 ℓ 148.2 170.7 147.8
一般廃棄物排出量 kg 163.9 215.3 212.0
水使用料 ㎥ 26.4 37.3 38.0
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2022年度より全項目において2018年 （平成30/令和1) 年度を基準とし、同程度の使用量を
維持管理する事を目標とします。

□ 環境目標
単位 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年

kg-CO₂ 361,910
ｋｗｈ 713,573
㎥ 870
ℓ 3,231
ℓ 3,258
kg 3,449
㎥ 621

※ 中部電力2022年度の排出係数採用　0.434kg-co2/kwh

□ 2022年度環境目標と実績
単位 基準年度 基準値 2022年目標 2022年実績 達成率

kg-CO₂ 361,910 361,910 268,585 ○
ｋｗｈ 713,573 713,573 595,092 ○
㎥ 870 870 617 ○
ℓ 3,231 3,231 1,747 ○
ℓ 3,258 3,258 1,774 ○
kg 3,449 3,449 2,544 ○
㎥ 621 621 456 ○

　　　上記の削減目標及び実績は、総量での扱いになっています。総量では最近の厳しい経済環境におい
　　　て、事業年度ごとにかなりの変動があるので 下記に売上高当たり（百万円/年）の各項目の数値を参
　　　考に表示してあります。（近年 多品種 小ロット コストダウン要求により売上高当たりの評価も変動が
　　　大きい。）

□ 2022年度環境性能 サービスの改善

〇　顧客満足度は打合せ等にて確認評価　継続する。

□ 2022年度売上当たり環境目標と実績と評価　  (単位：百万円）

kg-CO₂ 822.5 610 135% ○
ｋｗｈ 1,621.8 1,352 120% ○
㎥ 2.0 1 141% ○
ℓ 7.3 4 185% ○
ℓ 7.4 4 184% ○
kg 7.8 6 136% ○
㎥ 1.4 1 136% ○

※ 評価 ： ○　達成率　100％以上　　　　△　達成率　91～99％　　　　×　90％未満
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項目
二酸化炭素総排出量
電気使用量
ガス使用量
灯油使用量
ガソリン使用量
一般廃棄物排出量
水使用量

二酸化炭素総排出量
電気使用量
ガス使用量
灯油使用量
ガソリン使用量
一般廃棄物排出量

2022年度
実績

二酸化炭素総排出量

2018年

環境目標とその実績

項目

水使用量

電気使用量
ガス使用量
灯油使用量
ガソリン使用量
一般廃棄物排出量

←← ← ←

達成率 評価

水使用量

項目 単位
売上高当
り目標基



二酸化炭素排出量の削減 ※ 仕事量が安定しない

　　　　　　　　　　（電力の削減）

① 照明機器の効率的使用

② 生産に合わせた設備の稼働

③ 空調機等のフィルター清掃

※ 取り組みを継続する

二酸化炭素排出量の削減

　　　　　　　　　　（ガソリン・ガス）

① 急の付かない運転の実施

② 配送ルートの効率化

③ 冷暖房の適温管理 ※ 取り組みを継続する

ごみ排出量の削減 ※ 朝礼等を通じて社員へ周知

① コピー用紙の両面使用

② 荷姿の見直しによるごみの削減 ※ 取り組みを継続する

水使用量の削減 ※ 朝礼等を通じて社員へ周知

① 水使用時の節水徹底 ※ 取り組みを継続する

顧客評価 ※ 苦情を含む利害関係者からの重要な情報は無し

納期 / クレーム等

※ 取り組みを継続する

産業廃棄物の排出抑制

① 金属屑については全て分別回収

　　再利用する

② 切削油は脱油機にかけ回収した

　　切削油を再利用する

③ 洗浄液 切削油 廃油等の管理

　　を厳重に行う ※ 取り組みを継続する

化学物質適正管理 ※ MSDS/ミルシート管理

① 適正管理の徹底

グリーン購入

① 鉛フリー材の使用継続 ※ 取り組みを継続する

その他の環境活動の推進 ※ 朝礼等を通じて社員へ周知

① 5S推進による作業環境の改善

　　及び無駄の削減

② 社外の美化にも努める

③ 全社員に対する環境保全活動の ※ 取り組みを継続する

　　指導　

① 不良を削減する

② 効率化を図り無駄をなくす ※ 取り組みを継続する

環境活動計画
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評価及び次年度の取組内容



　　　　○　環境管理責任者が中心となり法規の遵守状況について確認を行った結果
　　　　　　 環境法令の違反はなく、行政 近隣者 利害関係からの苦情及び訴訟はありません。

　　　　　 　弊社が法的義務を受ける主な環境関連法規制は以下の通りです。

遵守項目 遵守評価

契約書・許可書確認 ○

規制基準の遵守 ○

危険物貯蔵所　取扱
所設置の届出

○

排水の管理 ○

該当化学物質の
一定以上の使用禁止

○

フロン排出抑制法に定め
る簡易点検の実施

○

近年 地球温暖化が進み夏場の気温が高くなり電気使用量を削減するのが困難になってきた。
また コロナ禍の影響から未だ完全には脱せず 受注量が安定しない。
引き続き仕事の効率化を高め、環境目標達成に努めるとともに地域社会から信頼され 環境に優しい
企業を目指します。

環境方針 環境目標 環境活動計画 及び環境経営システムについては継続推進します。
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○　代表者による全体の評価と見直し

業務用エアコン・チラー

騒音規制法
振動規制法

消防法

RoHs 指令

フロン排出抑制法

廃油保管場所
廃油保管場所の
表示看板設置

○

一般廃棄物　産業廃棄物　（廃液）

空気圧縮機

切削油

使用材料

環境関連法規への違反　訴訟等の有無

適用される法規制 該当する施設等

廃棄物処理法

水質汚濁防止法 排水




